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の妨げとなっている技術的要因を分析し、流通 BMS の XML スキーマである SecondGenEDI 
XMLスキーマの構造に由来する問題とDBMS実装環境に由来する問題があることを明らかにす
る。 
 さらに、複雑化する IT 環境へと対応するためのアーキテクチャであるサービス指向アーキテ
クチャ（SOA）を用いる際の、流通 BMS で想定される一般的な受発注プロセスを実装するため
の SOA 環境を確定する。流通 BMS のデータ形式を用いてサプライチェーン間の在庫変動を調べ











開発協会電子商取引推進センター(JIPDEC/ECPC)と EDI 推進協議会(JEDIC)「国内外の EDI
実態調査報告書-2006年版-」によるとEDI導入済み企業は回答を行った267社中194社(72.6%)、
うち大企業では 88%、中小企業では 63%が導入している[30]。 




























・ 流通 BMS により定義される XML スキーマを技術的、論理的側面から評価する。 
・ XML データベースを利用して、流通 BMS 対応システムを構築する際に起こる問題を技術
的側面から分析する。 
・ SOA により流通 BMS 対応システムを構築する時にサービスをどの粒度にすればよいかを
提案する。 
・ 流通 BMS で想定される一般的なプロセスを実装したシステムを試作し、さらに、サプラ
イチェーン全体の在庫情報を共有できる機能を実現するシステムの設計を行う。 
・ 設計したシステムを試作し評価を行う。 
 これらの分析によって、本論文では流通 BMS の普及の妨げとなっている技術的な要因を明ら




















図 0-1 EDI 利用の仕組み 
(JEDIC – EDI とは http://jedic.ecom.jp/edi/about.html#h1 より引用) 
EDI 利用手順 
 A 社(送信側)が B 社(受信側)と取引をする際(図 2-1)、 
1. A 社は A 社固有の形式のデータをトランスレータを使うことで A-B 社間で取り決めた標
準形式のデータにする。 
2. A 社は B 社との間に敷いた専用回線を使い標準形式のデータを送信する。 
3. B 社は A 社から受信した標準形式のデータを自社のトランスレータを用いて B 社固有形
式のデータに変換して B 社の企業情報システムで扱う。 
 
現状の EDI の抱える問題 
しかし、企業間取引で EDI がより使われるようになり、従来の EDI を行うために様々な問題
が起きている。(図 2-2) 
 
図 0-2 現行 EDI の抱える問題  
(平成 19 年度流通システム標準化事業 導入ガイドライン p5 より引用) 
 
・ EDI 導入のための開発コストが高い。 
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EDI 標準仕様のことである。本節では流通 BMS について説明する。 
 
2.2.1  流通 BMS の策定経緯 
流通BMSは現状のEDIシステムの問題を解決すべく経済産業省主導のもと策定された次世代
の EDI 標準である。(表 2-1) 
表 0-1 流通 BMS 策定経緯 
平成 15～17 年度 
事業名：流通サプライチェーン全体最適化促進事業(略称：流通 SCM 事業) 
内容：目標として商品マスタデータの同期化と EDI の標準化を掲げ、基礎調査研究、標準モ
デルの作成、EDI の実証実験を実施。 
平成 18～20 年度 
事業名：流通システム標準化事業 
 内容：流通 SCM 事業の検討成果を着実に実運用に移行させるべく、商品マスタデータ同期
化と次世代標準 EDI（流通 BMS）の仕様検討と共同実証を実施。その結果、双方と
も 18 年度までに標準仕様を確定し、19 年度から実運用開始。 
平成 21 年度以降 
事業名：流通システム標準普及推進協議会 
 内容：さまざまな業界独自で流通 BMS の検討・策定が進められることで生じるメッセージ
の統一性を守るために流通 BMS の維持管理、および普及推進。 
 






















2.2.2  流通 BMS の技術要素 
 流通 BMS では通信インフラの基盤としてインターネットを使用し、TCP/IP を用いることを定
めている。また、通信手順としては ebXML/MS、AS2、JX 手順などに準拠している。次に、EDI










図 0-3 流通 BMS の技術基盤 
(平成 19 年度流通システム標準化事業導入ガイドライン p7 を改変) 
 
2.2.3  従来の EDI との技術的比較 
 流通 BMS による通信では従来の EDI と比較して次の特長がある。(図 2-4 ) 
・ フォーマットの変換プログラムが 1 つで済む。 
従来の通信手順では自社内で扱うデータを取引先ごとに定めていたフォーマット変換プログ
ラムを使用していた。 































図 0-4 従来の通信手順との比較 
表 2-0 流通 BMS と従来の EDI 標準との比較 
全銀/JCA 全銀TCP/IP ebXML/MS SOAP-RPC AS2
Push/Pull Push/Pull Push/Pull Push Push/Pull Push



























 表 2-2 は流通 BMS と従来の EDI 標準との比較をしたものであり、この表では太枠で囲まれた
通信手順が流通 BMS による通信である。 
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2.3  流通 BMS が想定するビジネスプロセス 




















図 0-5 流通 BMS の基本業務プロセス 
(平成 19 年度流通システム標準化事業 導入ガイドライン p12 から引用) 
 
2.4  SecondGenEDI Schema 




2.4.1  XML(Extensible Markup Language) 
XML とは文書やデータの意味、構造を記述するマークアップ言語のひとつである。XML はタ
グと呼ばれる特定の文字列を使うことで文書に情報の意味、構造を埋め込むことができる。また、




定義する必要がある。この定義をするものをスキーマ言語といい代表的なものに DTD や XML 
Schema がある。このようなスキーマ言語に従って作成される XML 文書を XML インスタンス
という。 
  
2.4.2  流通 BMS に XML を用いる利点 






応がしやすい。また、データ構造を XML Schema を用いて定義することにより、やり取り
されるデータが構造的に正しいかの妥当性検証を行うことができる。 
 
表 0-2 メッセージの種類とフォルダ名 
メッセージ名 フォルダ名 内容
発注 Order 発注伝票に相当





受領 Receiving Notification 発注伝票に応じた受領情報
取引の証憑として保存




値札 Price Tag 値札印字情報
生鮮発注 Fresh Order 発注メッセージを生鮮用に拡張
生鮮返品 Fresh Return Notification 返品メッセージを生鮮用に拡張
生鮮出荷 Fresh Shipment Notification 出荷伝票メッセージを生鮮用に拡張
生鮮受領 Fresh Receiveing Notification 受領メッセージを生鮮用に拡張
集計表作成 Picking List 発注情報のピッキングリスト情報
Non-
associatedPackageShipment 梱包と発注行と関連付けなし
Package Shipment Notification 出荷梱包に対応した出荷情報
 
 
2.4.3  SecondGenEDI XML スキーマ 
 流通 BMS の業務メッセージ構造を XML Schema によって定義したものを SecondGenEDI 
XML スキーマという。この SecondGenEDI XML スキーマは経済産業省流通システム標準化事
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業 Web サイト(http://www.dsri.jp/)から利用申請用紙を入手し、申請することで利用することが
できる。2009/12/15 日現在利用できるスキーマの種類は 5 種類(基本形 Ver1.1 アパレル対応、基
本形 Ver1.1 生鮮対応、基本形 Ver1.2、生鮮版 Ver1.2、百貨店 Ver1.0)ある。本研究では基本形
Ver1.1 アパレル対応を使用する。SecondGenEDI XML スキーマの各メッセージとスキーマファ
イルが格納されているフォルダ名は表 2-3 のようになる。 
 
2.4.3  メッセージ構造 
SecondGenEDI XMLSchema において定義されるメッセージは SBDH、メッセージ層、業務デ
ータ層の 3 つに分かれている。そして、SBDH・メッセージ層が業務に依存しない部分としてす
べてのメッセージで共通に使われ、業務に依存するデータは業務データ層に記述される。(図 2-6) 
 以下、SBDH、メッセージ層、業務データ層の説明は流通ビジネスメッセージ標準 Second 




Centre for Trade Facilitation and Electronic Business(CEFACT)が提供している Standard 
Business Document Header (SBDH)を採用している。これは、流通業界の国際標準である GS1
の Business Message Standards(BMS)でも、同様のものが使われており、将来のグローバル
化を目指す現われである。SBDH はメッセージの送受信に必要な情報を記述する部分であり、
実際のメッセージの送受信で用いられる伝送プロトコル(AS2、ebXML MS V2、 JX)レベルの
情 報 を 組 立 て る た め に 必 要 な 情 報 が 記 述 さ れ る 。 XML 文 書 内 で は
<sh:StandardBusinessDocumentHeader>というタグで示した部分がこれにあたる。 
 
     
図 0-6 SecondGenEDI XMLSchema の構造 
メッセージ層 
SBDH の下位要素にある、<common:message>のタグで示した部分をメッセージ層とよぶ。























































図 0-8 伝票との相関例 
(伝票画像は http://www.gdx.co.jp/denpatu/type-samp-1.jpg 改変) 
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3.  流通 BMS システム実現に生じる技術的問題 
 
 流通 BMS は SOA と親和性が高いと考えられるが、具体的な分散システム構築の手順や技術的
要因が公表されていないので細部は不明な状況である。 
流通 BMS では、1 つのメッセージにつき、約 200 項目のデータがある。そのデータを定義す
るために約 70 個のスキーマファイルを扱うことになる。XML インスタンスを XML スキーマを
用いることで検証をすることができる。しかし、SecondGenEDI XML スキーマをそのまま使用
するだけでは妥当性検証などをすることができない。本章では SecondGenEDI XML スキーマを
利用できるようにするために必要なことを述べる。 
 
3.1  SecondGenEDI XML スキーマによる妥当性検証 
3.1.2  XML スキーマを使った妥当性検証 
 
XMLインスタンスが定義にしたがっているかどうかをあらかじめDBMSなどに登録してある
XML スキーマを用いることで検証することができる。このことを XML スキーマを使った妥当性
検証という。このとき検証する際に使われるスキーマをルートスキーマという。また、検証には





であり、これらの検証項目の 1 つでも誤っていると妥当性検証でエラーが発生する。 
 
図 0-1 XML スキーマを使った妥当性検証 




高桁数 6 の”common:Quantity_6”に従うことを定義している。 
発注インスタンス 1、2、3 に妥当性検証を行うと発注インスタンス 1 は OK である。発注インス
タンス 2 は<itemTotal>の桁数が 7 なので NG、発注インスタンス 3 は要素名が<itemTotals>と
最後に”s”が入っているため要素名が違うため NG となる。 
 
図 3-2 は実際に、IBM DB2 9.5 にて妥当性検証をした実行例である。 
 
図 0-2 妥当性検証の実行例 
 
3.1.2  2 つのルートスキーマからなる SecondGenEDI XML スキーマ 
 
SecondGenEDI XML スキーマでは各メッセージには 2 つのルートスキーマが存在している。例
えば、発注メッセージでは SBDH 層を定義する StandardBusinessDocumentHeader.xsd 

























図 0-3 発注メッセージを構成するスキーマファイルのファイル構造 
各メッセージ共通スキーマ内での参照関係を表したのが以下の図 3-4 である。例えば
ListOfOrders.xsd が include している Message.xsd スキーマファイルは base_string.xsd、 
base_decimal.xsd、PartyIdentification.xsd スキーマファイルを include している。 
 
解決案 

































































































































 PricePrintCode.xsd  
図 0-4  メッセージ共通スキーマ内の include 関係 
 
 
図 0-5 統合した発注用 XML スキーマの案 
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3.2  Schema ロケーションの問題 
3.2.1  名前空間とスキーマロケーション 
 














る際に使われる。図 3-6 では名前空間 A に属するスキーマ a1 はスキーマ a2,b1 で定義された属
性や要素を使用したい場合、a2 と b1 の名前空間に注目する。a2 は a1 と同じ名前空間に属して
いるため includeを使用する。一方、b1は名前空間Bに属しているため、a1が参照するには import
によって参照しなければならない。 
<?xml version="1.0" encoding="UTF-8"?> 
































メッセージ共通の common、拡張を表す extend がある。 
産業区分：現在の流通 BMS では省略されているが、将来的に対応される商材拡大用の領
域。 








3.2.2  スキーマロケーションの変更 
 
 SecondGenEDI XML スキーマではデフォルトのままスキーマファイルを取り扱うとエラーが
発生する。それはスキーマロケーションが問題だからである。以下に、発注メッセージ用スキー


























図 0-8 発注メッセージのディレクトリ構造 














て include したものである。つまり、common ディレクトリ以下にあるスキーマファイルを

























2. 同じ内容のスキーマファイルを 2 つ登録する 
   スキーマロケーション Message.xsd、CommonProxy1.xsd 両ファイルから参照される
base_string.xsd を“common/base_string.xsd”と”base_string.xsd”の両方のロケーション
にスキーマファイルを配置する 
 6 節のシステムの実装ではスキーマロケーションの問題は解決案 1 の方法を使う。 
 
 
3.3  XMLDB で実現する際に生じる問題 
3.3.1  XML データベース 
 
XML データベース(XMLDB)とは XML 文書をそのままの形式で格納することができるデータ
ベースである。クエリー言語として XQuery、XML 文書の構造を別の形式に変換するための変換
ルールを記述したものを XSLT、XML 文書の中の特定の要素を指し示す記述方法を定めた規格と
して XPath がある。つまり、XMLDB においてあるデータを参照するには XQuery 言語により
XPath を指定することで参照することができる。(図 3-10) 
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リー構造で展開するため、構造の複雑な XML 文書を大量に処理する場合には向かない。 
 
3.3.2  Oracle XMLDB におけるインスタンスサイズの問題 
 実装環境に Oracle10g を用いると XML 格納領域のサイズの問題が生じてしまう。Oracle では





・ 通常、XML インスタンスは XML Type 表に VARCHAR2 型で挿入されるため、それを CLOB




4.  サービス指向アーキテクチャ(SOA) 
 本章では流通 BMS と親和性が高いと考えられる、複雑化する IT 環境に対応するシステム構築
のための設計思想である SOA について説明する。 
 
4.1  SOA とサービス 
 SOA とは Service Oriented Architecture の略であり、サービス指向アーキテクチャと訳され































4.1.3  SOA によるシステム開発のメリット 











4.1.4  SOA を用いた開発プロセス 























定し、分析、改善していく。デプロイ、管理ができるツールとして、Oracle 社 の SOA Suite 
をはじめ、IBM 社の Websphere、BEA 社の SOA Resourse、VITRIA 社の BusinessWare な
ど多数のベンダーが多様な製品を発表している。本研究では Oracle 社の Oracle SOA Suite
を用いてプロセスのデプロイ、管理を行っていく。 
 
















図 0-1 SOA の構造 
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4.2.1  ビジネスプロセス層 
ビジネスプロセス層ではどのサービスをどのような順番で実行することでプロセスを実行す
るかを定義する層である。ビジネスプロセスを定義する図を表記する BPMN とビジネスプロセ
スを実現する BPEL を用いる。 
 
4.2.2  サービス層 
サービス層は SOA の肝となるサービスを実行するための順番とソフトウェアコンポーネント
とのインターフェースを定義する層である。サービス層の実現には WSDL を用いる。 
 







4.3  Business Process Execution Language (BPEL) 
BPEL とは Business Process Execution Language for Web Services の略であり、ビジネス
プロセスを定義し、実行する XML ベースのプログラミング言語である。サービスとして記述さ
れた個々のビジネスロジックをビジネスプロセスとして統合する役割を果たしている。IBM、
Microsoft、BEA によって誕生したが、現在は OASIS で標準化が行われている。BPEL は、IBM
の WSFL と Microsoft の XLANG を基にしている[2]。 
 
4.3.1  BPEL の特長 
ビジネスプロセスを実行する BPEL の特長として以下のものが上げられる。 
・ ソフトウェアでコンポーネントを Web サービスとして受理することができる。また、自身も
外部に Web サービスとして公開できる。そのため自身の BPEL プロセス内に外部の BPEL 
プロセスである Web サービスを組み込んでシステムを構築することができる。 
・ Web サービスを組み立て、構造化することができる言語なので、１つのビジネスプロセスを
単独のプロセスという単位で記述できる。 
・ XML により標準規格化されている。 
 
BPEL はソフトウェアコンポーネント同士の構造を定義して、Web サービスを構造化させるこ
とで 1 つのシステムに組み立てることができる。BPEL 処理系はこのような BPEL による記述を
実行して外部の Web サービスと呼出・応答するための処理系である。また、BPEL とその他の




4.3.2  BPEL によるプロセス定義 
BPEL 仕様は既存の Web サービス標準のビジネスプロセス拡張とされている。Web サービ
スは処理状態を把握しないような相互作用に限定されていたが、BPEL とその他のプロセスおよ
びコレオグラフィ言語は、Web サービス上で状態を管理する機能をもつ対話型のビジネスプロ
セスを実現する方法を示している。また、BPEL のプロセス定義は 2 種類のファイルからなり、
23 













4.3.3  サービス層を定義する BPEL のオブジェクト 





り、receive または pick アクティビティで開始されなければならない。 




プロセスまたはスコープの中で使用される変数。変数の型は WSDL メッ 
セージ、XSD 要素、XSD の基本型のどれかで定義される。 
・ プロパティ(Property)、プロパティ別名(Property Alias) 
プロパティは WSDL メッセージに含まれるデータのトークンであり、プロパティの別名は
プロパティの値を取得するための XPath 式である。 
・ 相関セット(CorrelationSet) 
メッセージのデータをプロセスの対話状態と相関させるために使用される 1 つまたは複数
のプロパティ。プロセスもしくはスコープアクティビティは 0 個もしくは 1 個の相関セット
を保持することができる。 





パートナーリンクの集合。プロセスは 0 個以上保持することができる。 
・ 補償ハンドラ(Compensation Handler) 
キャンセルや巻き戻しロジックを含み、すでに実行されたスコープまたはプロセスを初期状
態に戻す必要のある場合に行われるアクティビティ。プロセス、スコープで 0 個または 1 個
保持することができる。 
・ フォルトハンドラ(Fault Handler)、キャッチ(Catch)、キャッチオール(Catch All) 
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プロセスまたはスコープにおいてフォルトの型に基づいて例外処理を行うハンドラの集合。0 




ンドラの集合。0 個または 1 個のイベントハンドラを保持できる。ハンドラ内のイベント検出
子の数に制限はない。 
・ アクティビティ(Activity) 
BPEL アクティビティの基底型であり、プロセスまたはスコープは 1 個のアクティビティを
保持できる。また、アクティビティは構造化アクティビティとして、その中に詳細要素を含む
ことができる。BPEL のアクティビティの種類は次のようになる。(表 4-1) 
表 0-1 アクティビティの種類 
アクティビティ名 説明














スコープ(Scope) ハンドラ、変数、相関セットを独自に保持する  
 
4.4  Web Services Description Language (WSDL) 
 WSDL とは Web Service Description Language の略であり、Web サービスを記述するため
の、XML をベースとした言語仕様。それぞれの Web サービスがどのような機能を持つのか、
それを利用するためにはどのような要求をすればいいのか、その Web サービスはどこで稼動し
ているのかなどを記述する方法が定義されている。W3C(World Wide Web Consortium) で仕様
化されており、現在は WSDL1.1 がもっとも使われている[2]。 
 
4.4.1  インターフェースを記述する WSDL 















図 0-2 WSDL の構造 
 
4.4.2  Business Process Modeling Notation (BPMN) 
BPMN とは Business Process Modeling Notation の略であり、ビジネスプロセスモデリング
表記法と訳される。BPMN は視覚的なフローチャート形式の言語であり、ビジネスアナリスト
や開発者が直感的な形式でビジネスプロセスを表現するビジネスプロセス図を作成できる。この
ビジネスプロセス図は BPEL が XML でコード化する内容を図で伝えることができる。 
 
4.4.3  BPMN の例  
BPMN ではフローオブジェクト、接続オブジェクト、スイムレーンがある[2]。(図 4-3) 






の 2 種類がある。タスクは 1 つのアクティビティを実行するが、サブプロセスは階層
的でさらに下にタスクまたはサブプロセスを持つことが可能である。– スプリットとジ

































5.1  試作する流通 BMS 対応システムの概要 





5.1.1  流通 BMS で想定される基本業務プロセスシステム 
 「発注→出荷→受領→請求→支払」の基本業務プロセスを実装する。伝票に相当するものがメ
ッセージであるため、使用するメッセージ種は発注メッセージ、出荷メッセージ、受領メッセー




図 0-1 構築する基本業務プロセス 
(流通 BMS 導入ガイドライン概要 p12 より引用) 
 













5.2  流通 BMS のデータモデル 
 本節では流通 BMS 対応システム構築のために、メッセージを格納するための論理データモデ














































































































図 0-3 基本業務プロセスのデータモデル 

























5.2.2  XML データモデル 
XML データモデル(XDM)は XML スキーマに従って作成することができる。XML データモデ
ルはXMLDBにXMLインスタンスがどのような構造で格納されるかを示すものであり、XMLDB












5.3  流通 BMS の基本業務プロセスの SOA を用いた設計 
流通 BMS の基本業務プロセスを SOA を用いて設計するための概要を説明する。 
 
5.3.1  流通 BMS 基本業務プロセスにおけるサービス 




































サービス層をまとめると図 5-6 のようになる。 
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図 0-6 サービス層の設計 
 
ビジネスプロセス層とサービス層を定義したことにより、流通 BMS の基本業務プロセスを






図 0-7 基本業務プロセスの 3 層構造 
33 




問い合わせが入り、サービス層に各社の在庫管理システムが定義される。(図 5-8)  
 
 
図 0-8 在庫変動参照プロセス 
 







6.  システムの実装 
 本節では 5 節で設計した SOA を用いた流通 BMS 対応システムを試作する。 
 
6.1  システムの実装環境 
システムの実装には無償で入手できるソフトウェアを用いた。(表 6-1) 
表 0-1 システムの実装環境 
Oracle SOA Suite10g (10.1.3.1.0) SOAアプリケーションの設計、開発、デプロイ、監視
Oracle10g(10.1.2.0) データベース
Oracle Jdeveloper 10g (10.1.3.1.0) Studio Edition 統合開発環境
Oracle Application Server10g(10.1.3.1.0) サービスの実行
ActiveModeler Avantage1.3.30976 BPMNの作成
Microsoft Windows XP Home Edition OS  
 
SOA によるシステム実装をするためにサービスインフラストラクチャコンポーネントのセッ
トである、SOA Suite 10g を使用する。 
DBMS は以下の制約があるため、Oracle10g を使用し、データは XMLDB 形式ではなく RDB
形式としてデータを格納する。 
・ データベースとの接続サービスを提供するデータベース・アダプタは XMLDB に対して選択
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操作しかできない。 
・ サードパーティの DBMS と接続するには別途、有償のアダプタが必要になる。 
・ Oracle SOA Suite のバージョン以上の Oracle データベースや JDeveloper は使用できない。 
開発環境として JDeveloper 10g Studio Edition を使用し、グラフィカルなツールを使用する
ことで出来る限りコードを書く手間を省いている。 
SOA のサービスを実行する基盤として Oracle Application Server10g を使用する。 









6.2.1  受発注業務プロセスの BPMN 








6.2.2  実装 
 実装するプロセスでは BPMN で表記されたプロセス図からサブプロセスをサービスとして呼
び出すプロセスとする。また、受発注業務は小売りと卸、卸とメーカーそれぞれ別に実装する。
(表 6-2) 
 また、プロセスの入力変数は XML スキーマを使用することで定義することもできる。しかし、
指定できるルートスキーマファイルは 1 つであるため、本研究では 3.1 節で説明した解決案 2 で
ある、SecondGenEDI XML スキーマの 2 つあるルートスキーマファイルを SBDH をルートとす
る 1 つに統合したスキーマを使用した。 










は図 6-2 のようになり、クライアントからの入力を JDeveloper 付随のデータベース・アダプタ
により Oracle10g と接続しテーブルにデータを挿入するサービスである。このプロセスを行うサ
ービスを小売発注処理サービス、卸受注処理サービス、卸発注処理サービス、メーカー受注処理
サービスと 4 つ作る。このサービスは図 6-1 の BPMN では情報システムの処理プロセスにあた
る。 
 




  プロセスの入力変数としてあらかじめSecondGenEDI XMLスキーマを登録しておくことで流

















 このプロセスは小売りと卸との間で行われる受発注業務プロセスである。図 6-1 の BPMN で






 SecondGenEDI XML スキーマの発注メッセージをプロセスの入力変数にする。 
2. Assign_1 

































6-1 の BPMN ではスイムレーン卸の在庫なしのプロセスで行われる卸発注プロセスからメーカ
ー側のプロセスまでにあたる。小売りからの発注に対し在庫がない場合はこのプロセスを卸は実












図 0-4 卸とメーカーの受発注業務プロセス 
1. ReceiveInput 
 SecondGenEDI XML スキーマの発注メッセージに基づいた入力を入力変数とする。 
2. Assign_1 























6.2.2  実行結果 
試作したシステムの実行は BPEL コンソールを使用する。SOA Suite に付随する BPEL コン
ソールはブラウザ上でプロセスを実行し、実行結果の履歴をビジュアル表現できる。 






図 0-5 BPEL コンソール画面 
 
図 6-6 は受発注プロセスの receiveInput アクティビティの監査証跡である。図 6-1 の BPMN
では小売りレーンの発注メッセージ受信にあたる。図 6-7 は Invoke アクティビティであり、小
売りの発注プロセスをサービスとして呼び出す際の入力変数とサービスの実行結果の出力変数
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を受け取っているアクティビティである。図 6-1 の BPMN では小売り情報システム発注プロセ
スを起動するものである。ここではインスタンス ID が 111167895 の発注データを取り扱ってい
る。図 6-8 はヒューマンタスクアクティビティの実行結果であり、卸側の担当者が在庫ありとし
たため図 6-9 のようにプロセスの実行結果は”在庫あり”になった。ヒューマンタスクアクティビ
































6.3.1.  プロセスの BPMN 図 











 このプロセスでは小売りが集計開始期間と集計終了期間、商品コード(GTIN)の 3 変数を入力す
ることで、集計期間に小売はどれだけその商品を発注したか、卸はどれだけ受注したか、メーカ














図 0-11 サプライチェーン間の在庫変動を調べるプロセス 
1. receiveInput 
  プロセスの入力変数として集計期間(開始日と終了日)とアイテムコード(GTIN)をもつ。 
2. Assign_1 
  Input 変数を小売・卸・メーカーの情報システムに接続するためのサービスを起動するための












 3 つの Invoke アクティビティの出力変数をプロセスの出力変数に割り当てるアクティビティ。
また、データベース・アダプタでは SQL 集計関数を使えないためこの Assign アクティビティに
おいて BPEL Editor で用意される組み込み関数により集計する。 
7. replyOutput 
 6 の Assign アクティビティにより集計された結果を出力する。 
 
6.3.3  実行結果 




図 0-12 プロセスの入力変数 
図 6-13 はプロセスの Invoke アクティビティで呼び出されたサービスにより該当するデータを
抜き出している。図 6-10 では小売り情報システムを起動するものである。 
 
図 0-13 Invoke アクティビティの出力変数 
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プロセスを実行した結果、2010年1月1日から2010年1月7日までのGTIN=”04902471059999”
の小売りの発注量は 36、卸の受注量は 36、メーカーの受注量は 6 となった。(図 6-14) 
 
図 0-14 プロセスの出力変数 
 
 
6.4  試作したシステムの評価 
本研究で試作したシステムの評価として 
・ 流通 BMS の受発注業務プロセスでは今後、取引先が増えても同様の卸受注サービスを定義
することで簡単に対応することができる。例えばヒューマンタスクフローの前に Switch アク
ティビティを作成し、GLN(企業の独自コード)で場合分けすればよい。 












7.  結論 
本研究では流通 BMS 対応のシステムを SOA を用いて構築する際に発生する問題を分析した。 
2 節では限界を迎えている EDI の問題を解決するために経済産業省主導で策定された流通
BMS について説明をした。 
3 節では流通 BMS の普及の妨げとなる要因について分析をした。本研究で明らかになった流
通 BMS の普及を妨げる技術的な要因は 2 つあることを示した。 
1. SecondGenEDI XML スキーマの構造に由来する要因 
・ SecondGenEDI XML スキーマをそのまま使用するだけでは妥当性検証をすることができな
い問題があることを見つけた。妥当性検証に使用するルートスキーマが 2 つ存在するからで
ある。この問題を解決するために、2 つのルートスキーマを統合するスキーマを作成する方
法と 1 つのルートスキーマがもう 1 つのルートスキーマを参照する形にする方法の 2 種類の
解決法を提案した。 
2. DBMS での実装に由来する要因 






 4 節では複雑化する IT 環境に対応するためのアーキテクチャとして SOA を説明をした。5 節





 6 節では 5 節での設計をもとに実際にシステムを試作した。5 節の概要をもとに流通 BMS の
データ形式を用いてサプライチェーン間の在庫変動を調べるプロセスを考えて BPMN を用いて
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